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日本列島美味発見　大分の　　　　　
「関あじ・関さば」



ショウエイ

集中監視制御システム

安心安全と省エネ両立

春
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

Ａ
カ
ー
ド
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム

す
し
ロ
ボ
ッ
ト
展
示「
ス
ズ
モ
フ
ェ
ア
」

都
内
で

、
日
開
催

緻
密
で
高
画
質

大
画
面
分
割
も

■
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

い
ざ
城
へ

　
厳
選

名
城
と

　
城
下
町
歩
き小

和
田
哲
男

少
な
い
吐
水
で

手
洗
い
快
適
に

■
自
動
水
栓

　
今
回
は
、
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ

設
定
と
レ
ポ
ー
ト
機
能
に
つ
い

て
解
説
す
る
。
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ

ン
数
を
増
や
す
た
め
に
、
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
設
定
を
見
直
し
、

コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
率
が
低
い
デ

バ
イ
ス
、
地
域
、
曜
日
・
時
間

帯
が
な
い
か
を
確
認
す
る
方
法

を
紹
介
す
る
。

　
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
設
定
は
、

第
１
１
３
、
１
１
４
回
で
解
説

し
た
よ
う
に
、
指
定
し
た
条
件

の
検
索
ユ
ー
ザ
ー
を
タ
ー
ゲ
テ

ィ
ン
グ
し
て
広
告
を
表
示
す
る

機
能
で
あ
る
。
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン

グ
設
定
の
効
果
を
レ
ポ
ー
ト
機

能
で
確
認
し
て
み
よ
う
。

　
デ
バ
イ
ス
設
定
の
効
果
は
、

レ
ポ
ー
ト
機
能
の
ア
カ
ウ
ン
ト

あ
る
い
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
レ
ポ

ー
ト
か
ら
確
認
す
る
。
表
示
切

替
項
目
を
デ
バ
イ
ス
に
設
定
し

て
レ
ポ
ー
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
と
、Ｐ
Ｃ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
ご
と
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
確
認
で
き
る
。

例
え
ば
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ク
リ
ッ
ク
率
や
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ

ン
が
多
い
場
合
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
へ
の
広
告
配
信
調
整
率

を
引
き
上
げ
、
Ｐ
Ｃ
の
入
札
価

格
を
下
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
全

体
の
ク
リ
ッ
ク
単
価
を
下
げ
つ

つ
、
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
率
の
改

善
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
地
域
設
定
の
効
果
は
、
地
域

別
レ
ポ
ー
ト
で
地
域
ご
と
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
確
認
す
る
。

都
道
府
県
別
の
レ
ポ
ー
ト
か

ら
、
ど
の
地
域
の
コ
ン
バ
ー
ジ

ョ
ン
率
が
高
い
か
が
分
か
る
の

で
、
注
力
す
べ
き
エ
リ
ア
と
す

る
。
指
定
し
た
地
域
ご
と
に
入

札
価
格
調
整
率
を
設
定
す
る
機

能
が
あ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ

て
注
力
す
べ
き
地
域
の
入
札
単

価
を
高
く
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
率
が

低
い
地
域
は
、
広
告
の
配
信
地

域
か
ら
除
外
す
る
。
不
要
な
地

域
か
ら
の
ク
リ
ッ
ク
を
削
減
す

る
こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
Ｐ
Ａ
（
獲

得
単
価
）
の
改
善
効
果
が
期
待

で
き
る
。

　
曜
日
や
時
間
帯
設
定
の
効
果

は
、
レ
ポ
ー
ト
機
能
の
ア
カ
ウ

ン
ト
あ
る
い
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

レ
ポ
ー
ト
か
ら
確
認
す
る
。
表

示
切
替
項
目
を
曜
日
あ
る
い
は

時
間
帯
に
設
定
し
て
レ
ポ
ー
ト

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
と
、
曜

日
・
時
間
帯
ご
と
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
確
認
で
き
る
。
例
え

ば
、
平
日
の
夜
間
と
週
末
に
コ

ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
多
く
な
る
場

合
は
、
そ
の
時
間
帯
の
入
札
価

格
調
整
率
を
高
く
す
る
、
あ
る

い
は
広
告
予
算
に
余
裕
が
な
い

場
合
は
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
率
が

低
い
曜
日
・
時
間
帯
の
広
告
配

信
を
停
止
す
る
、
な
ど
の
設
定

が
可
能
で
あ
る
。

　
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
設
定
の
見

直
し
に
レ
ポ
ー
ト
機
能
を
活
用

し
、
運
用
成
果
を
高
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
（
株
式
会
社
ア
ビ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
株
式
会
社
プ

ラ
イ
ム
コ
ン
セ
プ
ト
　
的
場
弘

明
）
＝
隔
週
掲
載

　
温
泉
の
源
泉
数
、
湧
出
量

と
も
に
日
本
一
と
い
う
こ
と

で
、
「
お
ん
せ
ん
県
」
を
名

乗
る
大
分
県
。
一
村
一
品
運

動
の
発
祥
地
と
し
て
も
知
ら

れ
、
特
産
物
も
豊
富
だ
。
中

で
も
「
関
あ
じ
・
関
さ
ば
」

は
全
国
的
な
知
名
度
を
誇
る

が
、
も
と
も
と
ア
ジ
や
サ
バ

と
言
え
ば
、
大
衆
魚
の
代
表

格
。
庶
民
に
も
容
易
に
手
が

届
く
廉
価
な
多
獲
性
魚
の
は

ず
な
の
に
、
な
ぜ
高
級
魚
と

し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
で
き
た
の

か
？

　
「
関
あ
じ
・
関
さ
ば
」
と

は
、
大
分
県
漁
業
協
同
組
合

佐
賀
関
支
店
の
組
合
員
が
、

一
本
釣
り
で
釣
っ
た
マ
ア
ジ

・
マ
サ
バ
の
こ
と
で
、
地
域

団
体
商
標
と
し
て
登
録
さ
れ

て
い
る
。
漁
場
は
大
分
県
の

関
崎
と
愛
媛
県
の
佐
田
岬
に

挟
ま
れ
た
豊
予
海
峡
。
「
速

吸
門
」
と
い
う
古
称
が
示
す

通
り
、
豊
後
水
道
の
中
で
も

非
常
に
潮
流
が
速
い
の
で
、

こ
こ
で
育
つ
魚
は
身
が
引
き

締
ま
る
の
だ
そ
う
だ
。

　
瀬
戸
内
海
と
太
平
洋
の
水

塊
が
ぶ
つ
か
り
合
う
水
域
だ

か
ら
餌
も
豊
富
で
、
優
れ
た

漁
場
環
境
ゆ
え
か
、
本
来
は

回
遊
魚
で
あ
る
は
ず
の
ア
ジ

・
サ
バ
が
「
瀬
付
き
魚
」
と

し
て
こ
の
辺
り
に
住
み
つ
い

て
い
る
と
言
わ
れ
、
学
術
的

な
根
拠
は
な
い
も
の
の
、
回

遊
中
に
寄
生
す
る
ア
ニ
サ
キ

ス
な
ど
の
寄
生
虫
が
つ
く
確

率
が
低
い
と
さ
れ
る
。
だ
か

ら
「
関
さ
ば
」
は
生
食
可
能

と
い
う
ワ
ケ
。

　
魚
そ
の
も
の
も
質
が
高
い

が
、
魚
体
を
傷
つ
け
な
い
一

本
釣
り
漁
法
や
、「
面
買
い
」

と
い
う
特
殊
な
取
引
方
法
が

さ
ら
に
そ
の
価
値
を
高
め
て

い
る
。
生
き
た
ま
ま
魚
の
重

さ
を
量
ろ
う
と
す
る
と
暴
れ

て
傷
が
つ
く
の
で
、
い
け
す

で
泳
い
で
い
る
魚
を
水
面
か

ら
見
る
だ
け
で
値
段
を
決
め

る
の
だ
。
魚
に
極
力
ス
ト
レ

ス
を
与
え
ず
、
活
締
め
で
鮮

度
を
保
ち
、
厳
格
な
品
質
管

理
を
守
っ
て
き
た
こ
と
が
物

を
言
い
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド
魚

に
成
長
し
た
の
で
あ
る
。

　
先
日
、
別
府
温
泉
の
「
悠

彩
の
宿
　
望
海
」
に
お
邪
魔

し
た
。
「
選
べ
る
会
席
プ
ラ

ン
」
で
は
、
各
自
が
好
み
の

刺
し
身
と
鍋
料
理
を
チ
ョ
イ

ス
で
き
、
選
択
肢
に
「
関
あ

じ
」
も
入
っ
て
い
る
。
だ
が

せ
っ
か
く
な
ら
「
関
さ
ば
」

も
食
べ
て
み
た
い
と
、
木
村

大
成
社
長
に
お
願
い
し
て
、

別
注
料
理
で
い
た
だ
く
こ
と

に
。

　
見
事
な
姿
造
り
に
は
、
本

物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
タ
グ

が
添
え
ら
れ
て
い
た
。
確
か

に
、
普
通
の
ア
ジ
や
サ
バ
と

は
風
格
が
違
う
。「
関
あ
じ
」

は
通
常
よ
り
ず
っ
と
魚
体
が

大
き
く
、
刺
し
身
に
さ
れ
て

も
丸
々
と
太
っ
て
い
る
の
が

分
か
る
。
プ
リ
プ
リ
の
身
を

口
に
入
れ
る
と
、
ム
チ
ャ
ク

チ
ャ
甘
い
。ひ
ょ
っ
と
し
て
、

九
州
な
ら
で
は
の
甘
口
の
刺

し
身
醤
油
の
せ
い
？
　
と
一

般
的
な
醤
油
で
も
試
し
て
み

た
が
、
や
は
り
魚
自
体
が
持

つ
甘
味
で
あ
っ
た
。
味
が
良

い
魚
だ
か
ら
ア
ジ
と
い
う
名

が
つ
い
た
、
と
す
る
俗
説
を

裏
付
け
る
に
余
り
あ
る
美
味

だ
。

　
「
関
さ
ば
」
も
、
口
の
中

で
甘
味
と
う
ま
味
が
競
い
合

う
よ
う
に
主
張
し
て
く
る
。

速
い
潮
流
に
逆
ら
っ
て
泳

ぎ
、
運
動
量
が
多
い
た
め
、

筋
肉
質
で
余
計
な
脂
肪
が
つ

い
て
い
な
い
か
ら
、
サ
ッ
パ

リ
し
て
い
る
。
お
い
し
さ
の

ポ
イ
ン
ト
と
言
わ
れ
る
独
特

の
歯
応
え
が
あ
る
の
に
、
な

ぜ
か
口
の
中
で
と
ろ
け
る
よ

う
。
青
魚
の
臭
み
は
み
じ
ん

も
な
く
、
う
ま
味
が
凝
縮
さ

れ
た
よ
う
な
奥
行
き
の
深
い

味
わ
い
。

　
う
ま
い
刺
し
身
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、
大
分
名
産
麦

焼
酎
を
飲
め
ば
、
つ
い
つ
い

杯
を
重
ね
て
し
ま
う
。
ま
た

一
つ
、
口
福
の
味
を
知
っ
て

し
ま
っ
た
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。
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ＳＢＥＭオートメーションシス
テムのイメージ図

昨
年
の
「
ス
ズ
モ
フ
ェ
ア
２

０
１
４
」
の
会
場
風
景

　
独
立
系
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
事
業
を
行
う
Ａ
カ
ー
ド
ホ

テ
ル
シ
ス
テ
ム
（
東
京
都
千

代
田
区
）は
５
月

日
ま
で
、

春
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
春
の

ビ
ビ
ッ
！
と
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
行
っ
て
い
る
。
期
間

中
、
Ａ
カ
ー
ド
へ
新
規
に
入

会
し
た
人
と
、
新
規
会
員
を

紹
介
し
た
人
全
員
に
３
０
０

㌽
を
付
与
す
る
。
新
規
会
員

を
紹
介
し
た
人
に
対
す
る
ポ

イ
ン
ト
付
与
回
数
は
無
制

限
。

　
ま
た
、
オ
リ
ッ
ク
ス
レ
ン

タ
カ
ー
「
Ａ
カ
ー
ド
会
員
様

限
定
ト
ク
ト
ク
レ
ン
タ
カ
ー

プ
ラ
ン
」
を
利
用
し
た
会
員

に
は
、
通
常
５
０
０
㌽
の
と

こ
ろ
６
０
０
㌽
付
与
。

　
さ
ら
に
、
加
盟
ホ
テ
ル
に

３
泊
以
上
し
て
ウ
ェ
ブ
か
ら

応
募
し
た
会
員
の
中
か
ら
抽

選
で
１
５
０
９
人
に
、
総
額

１
０
０
万
円
分
の
賞
品
や
ポ

イ
ン
ト
が
当
た
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
Ａ
カ

ー
ド
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム
☎
０

３（
５
７
５
５
）５
５
３
１
。

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
、
緻
密

で
高
画
質
の

型
４
Ｋ
デ
ィ

ス
プ
レ
ー
新
商
品
「
Ｌ
Ｃ
Ｄ

―
Ｘ
９
８
１
Ｕ
Ｈ
Ｄ
」
の
受

注
販
売
を
開
始
し
た
。

　
同
社
で
は
、
高
解
像
度
を

生
か
し
、

型
大
画
面
を
複

数
分
割
す
る
「
マ
ル
チ
画
面

機
能
」を
活
用
す
る
こ
と
で
、

一
度
に
複
数
箇
所
の
正
確
な

情
報
を
把
握
で
き
る
た
め
、

防
災
・
防
犯
を
担
う
監
視
室
、

制
御
室
で
の
利
用
に
最
適

で
、
フ
ル
Ｈ
Ｄ
で
は
難
し
い

奥
行
き
感
、
質
感
を
表
現
す

る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
用

途
で
の
利
用
に
も
適
し
て
い

る
と
説
明
す
る
。

　
マ
ル
チ
画
面
機
能
は
、
画

面
を
分
割
し
て
別
々
の
入
力

信
号
を
同
時
に
表
示
す
る
こ

と
が
可
能
。
一
台
で
シ
ー
ム

レ
ス
な
マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン

環
境
を
実
現
し
た
。

　
さ
ら
に
、
輝
度
ず
れ
、
色

ず
れ
を
補
正
す
る
「
ム
ラ
補

正
機
能
」
を
搭
載
し
た
。
ユ

ー
ザ
ー
の
画
質
設
定
や
設
置

状
況
を
考
慮
し
た
補
正
値
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
計
測
し
、

均
一
な
表
示
性
能
を
維
持
す

る
。

　
入
力
信
号
の
解
像
度
が
表

示
画
面
の
解
像
度
に
満
た
な

い
場
合
、
足
り
な
い
画
素
を

補
完
す
る
こ
と
で
、
フ
ル
Ｈ

Ｄ
動
画
を
４
Ｋ
に
近
い
ク
オ

リ
テ
ィ
ー
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
モ
ニ
タ
ー
・
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
☎
０
１

２
０
（
９
７
５
）
３
８
０
。

　
全
国
１
９
０
万
人
以
上
の

会
員
が
い
る
Ｊ
Ｒ
の
旅
行
会

員
組
織「
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
」

の
ト
ラ
ベ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
シ
リ

ー
ズ
第
６
弾
。

　
城
、
縄
張
り
、
石
垣
、
城

主
を
軸
に
、
文
化
財
的
要
素

だ
け
で
は
な
く
、
城
下
町
を

歩
く
旅
の
要
素
も
盛
り
込
ん

で
い
る
。
ま
た
、
修
理
が
終

わ
っ
て
今
春
公
開
が
始
ま
っ

た
姫
路
城
（
兵
庫
県
）
の
魅

力
を
い
ち
早
く
解
説
し
て
い

る
。

　
分
か
り
や
す
い
「
城
郭
用

語
」
集
、
さ
ら
に
著
者
の
小

和
田
氏
と
城
好
き
の
プ
ロ
レ

ス
ラ
ー
、
藤
波
辰
爾
氏
、
タ

レ
ン
ト
、
豊
岡
真
澄
さ
ん
に

よ
る
鼎
談
も
掲
載
し
て
い

る
。
全
ペ
ー
ジ
写
真
、
地
図

と
も
カ
ラ
ー
の
た
め
、
美
し

く
分
か
り
や
す
い
つ
く
り
に

な
っ
て
い
る
。

　
小
和
田
氏
は
静
岡
大
名
誉

教
授
。
戦
国
時
代
研
究
の
第

一
人
者
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
の
時
代
考
証
を
数
多
く

手
掛
け
た
ほ
か
、
戦
国
時
代

を
テ
ー
マ
と
し
た
テ
レ
ビ
番

組
へ
の
出
演
や
講
演
、
著
書

も
多
数
。

　
Ａ
４
変
型
判
、１
２
８
㌻
。

１
２
０
０
円
（
税
別
）
。
問

い
合
わ
せ
先
は
、
交
通
新
聞

社
販
売
部
☎
０
３
（
６
８
３

１
）
６
６
２
２
。

　
す
し
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

の
鈴
茂
器
工
（
東
京
都
練
馬

区
）
は

、

の
両
日
、
製

造
実
演
展
示
会
「
ス
ズ
モ
フ

ェ
ア
２
０
１
５
」
を
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
３

階
ホ
ー
ル
Ｃ
（
東
京
都
豊
島

区
）
で
開
催
す
る
。

　
同
フ
ェ
ア
は

回
目
を
迎

え
る
同
社
恒
例
の
実
演
展
示

会
。
今
回
も
、
宿
泊
施
設
や

飲
食
業
界
関
係
者
ら
を
対
象

に
、シ
ャ
リ
玉
、お
む
す
び
、

の
り
巻
き
、
い
な
り
ず
し
製

造
用
ロ
ボ
ッ
ト
・
機
器
を
中

心
と
し
た
多
彩
な
製
品
を
展

示
す
る
。

　
さ
ら
に

日
に
は
、
日
本

惣
菜
協
会
相
談
役
（
元
ヤ
オ

コ
ー
専
務
）
の
小
平
昭
雄
氏

が
講
師
の
講
習
会
「
お
客
様

に
リ
ピ
ー
ト
さ
れ
る
お
い
し

い
お
惣
菜
と
は
？
」を
開
く
。

聴
講
無
料
。

　
ま
た
、
国
際
学
院
埼
玉
短

期
大
学
（
さ
い
た
ま
市
）
の

学
生
が
考
案
し
た
弁
当
・
惣

菜
メ
ニ
ュ
ー
も
展
示
。
若
者

の
視
点
か
ら
創
作
し
た
ア
イ

デ
ア
満
載
の
メ
ニ
ュ
ー
が
そ

ろ
う
。

　
同
フ
ェ
ア
で
の
展
示
は
ロ

ボ
ッ
ト
・
機
器
だ
け
で
は
な

く
、
炊
飯
改
良
剤
や
シ
ャ
リ

ボ
ッ
ク
ス
と
い
っ
た
資
材
製

品
、
共
同
出
展
各
社
の
食
中

毒
・
ウ
イ
ル
ス
対
策
製
品
な

ど
の
関
連
製
品
、
さ
ら
に
は

鈴
茂
製
品
を
使
用
し
た
海
外

事
例
店
紹
介
な
ど
多
岐
に
及

ぶ
。

　
両
日
と
も
午
前

～
午
後

５
時
。
大
抽
選
会
の
予
定
も

あ
る
。
問
い
合
わ
せ
先
は
、

鈴
茂
器
工
☎
０
１
２
０
（
５

９
９
）
３
３
３
。

　
ろ
過
装
置
の
専
門
メ
ー
カ

ー
、シ
ョ
ウ
エ
イ（
川
崎
市
）

は
、
宿
泊
・
温
浴
施
設
や
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
な
ど
に
対
し
、

各
種
機
器
・
設
備
の
集
中
監

視
制
御
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ
Ｂ
Ｅ

Ｍ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
」
の
導
入
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

　
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｍ
は
「
Ｓ
ｈ
ｏ
ｅ

ｉ
　
Ｂ
ａ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｅ

ｃ
ｏ
　
Ｍ
ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｉ
ｓ

ｍ
（
シ
ョ
ウ
エ
イ
　
ベ
イ
ジ

ン
グ
　
エ
コ
　
メ
カ
ニ
ズ

ム
）」の
略
。快
適
で
安
全
、

省
エ
ネ
効
果
も
あ
る
同
社
の

製
品
群
を
指
す
名
称
。

　
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｍ
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
シ
ス
テ

ム
導
入
施
設
の
ろ
過
装
置
、

太
陽
光
発
電
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
、
浴
槽
・
プ
ー
ル
な
ど
の

機
器
・
設
備
を
遠
隔
監
視
し
、

異
常
を
素
早
く
発
見
し
て
適

切
な
対
応
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
。

　
機
器
・
設
備
に
異
常
が
生

じ
た
場
合
、
施
設
内
に
設
置

し
て
い
る
モ
バ
イ
ル
型
警
報

発
信
装
置
か
ら
警
報
Ｅ
メ
ー

ル
を
同
社
と
導
入
施
設
が
指

定
す
る
ア
ド
レ
ス
に
送
信
。

同
社
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
チ
ー
ム

が
緊
急
遠
隔
接
続
を
行
っ
て

現
状
を
確
認
し
、
施
設
に
電

話
で
報
告
す
る
。
緊
急
性
が

高
い
場
合
、
同
社
が
遠
隔
操

作
を
行
っ
て
緊
急
停
止
な
ど

の
措
置
を
取
る
と
と
も
に
、

同
社
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
現
場
に

急
行
し
て
緊
急
対
応
に
当
た

る
。

　
こ
れ
ら
の
対
応
に
よ
っ

て
、
施
設
の
機
器
・
設
備
の

安
全
や
正
常
な
運
用
が
守
ら

れ
る
。

　
監
視
対
象
は
水
温
・
湯
温
、

水
位
、
透
明
度
、
ろ
過
装
置

圧
力
な
ど
の
異
常
、
塩
素
残

量
不
足
、
漏
水
、
人
感
セ
ン

サ
ー
電
池
切
れ
な
ど
。
警
備

会
社
の
装
置
と
の
連
動
も
で

き
る
。

　
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、

危
険
を
回
避
で
き
る
だ
け
で

は
な
く
、
電
気
代
や
水
道
光

熱
費
の
監
視
が
容
易
に
な
っ

て
省
エ
ネ
に
つ
な
が
る
こ
と

や
、
施
設
の
設
備
担
当
者
の

負
担
軽
減
が
図
れ
る
な
ど
、

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
通
信

コ
ス
ト
も
月
々
９
７
４
０
円

（
税
別
）
と
手
軽
な
料
金
設

定
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
先
は
、
シ
ョ
ウ
エ
イ

☎
０
４
４
（
５
８
９
）
１
６

０
１
。

　
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
公
衆
ト
イ

レ
で
使
用
す
る
自
動
水
栓

「
ア
ク
ア
オ
ー
ト
Ａ
タ
イ

プ
」
＝
写
真
は
ス
イ
ッ
チ
付

き
＝
を
新
発
売
し
た
。
公
衆

ト
イ
レ
に
求
め
ら
れ
る
「
非

接
触
・
衛
生
性
」
を
備
え
た

ア
ク
ア
オ
ー
ト
の
中
で
も
、

最
も
少
な
い
吐
水
量
（
１
分

当
た
り
約
２
㍑
）
で
快
適
な

手
洗
い
感
を
実
現
し
た
。

　
電
源
対
応
は
、
発
電
タ
イ

プ
と
Ａ
Ｃ
１
０
０
㌾
タ
イ
プ

の
２
種
類
。
発
電
タ
イ
プ
は

電
源
を
確
保
す
る
必
要
が
な

く
、
水
の
流
れ
を
利
用
し
て

発
電
し
た
電
力
を
た
め
て
作

動
す
る
。
こ
れ
ま
で
あ
っ
た

「
最
低
使
用
回
数
」
の
制
限

が
な
く
な
り
、
利
用
頻
度
が

少
な
い
場
所
で
の
設
置
も
可

能
に
な
っ
た
。

　
価
格
は
各
タ
イ
プ
で
異
な

り
、
５
万
９
４
０
０
～

万

４
千
円
（
税
別
）
。
問
い
合

わ
せ
先
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
お
客

様
相
談
室
☎
０
１
２
０
（
０

３
）
１
０
１
０
。

▼


